




要約 

従来示唆されていたクラミディア・トラコマティスと PROM 早産との関係について検討した。

15 例の PROM,4 例の早産,4 例の多胎における早産の検討で妊婦子宮頸管内のスワブより全

例において抗原は検出されなかった。妊婦の IgG 抗体が 6例に検出されたが,これは感染の

既往を示すものであると思われ,IgM 抗体は検出されなかった。また,IgG抗体は新生児に移

行しタイターは同価か幾分低めである。移行抗体は 1 ケ月後には漸減低下する。IgM 抗体

は検出されなかった。ウィルソン・ミキティ症候群3例において,抗原,抗体いずれも検出

されなかった。新生児センター長期入院児 28 例の抗体検索を行い 3例に IgG 抗体を認めた

が,いずれも母体よりの移行抗体と思われた。 


